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研究進捗状況報告書の概要 
 
１ 研究プロジェクト 

学校法人名 トヨタ学園 大学名 豊田工業大学 

研究プロジェクト名 難環境作業スマート機械技術の開発 

研究観点 研究拠点を形成する研究 
 
２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

難環境とは，（A)機械とそれを操作する人間が，作業はおろか，留まることも困難な環境であると同時
に，（B)その場の状況が把握し難く，情報の不足のために作業困難になる環境をも意味する．本研究では，
社会の安全・安心の確保と学術の発展に必須である難環境作業技術の向上のために，(a) ナノ技術を礎
にした素材や素子開発，(b) 難環境の認識と推定に有効な情報技術を開発することで，(c) 難環境作業
スマート機械への道を拡げ，ナノ材料技術と情報技術を基盤とする環境認識技術を開発し，震災・事故
現場などで高度な作業性能を発揮する難環境作業スマート機械の開発を行い，安心・安全な社会の構築
と先端科学技術の発展に貢献することを目的とする．  

本研究プロジェクトでは，難環境での作業を可能とするために，（Ⅰ）過酷環境に耐える素材・アクチ
ュエータ・センサ素子を，ナノ材料技術を礎に開発するとともに，（Ⅱ）状況把握が困難な環境を賢明に
認識するための情報技術も開発し，（Ⅲ）それらの要素技術を統合して，震災・事故現場での救助・復旧
作業に高度な適応能力を発揮する難環境作業スマート機械を開発する点に特色を有する．このため，次
の課題に重点を置き，相互に協力し研究を進める． 
(1)難環境認識・推定のための情報技術の開発では，難環境の把握・推定のために複数センサからの情報
を補完・推定・統合するスマート情報技術の開発を進め，様々な物理量を用いた環境認識を実現する． 
(2)難環境作業のための機械駆動技術の開発では，機械構造の軽量化・高強度化を図るとともに，難環境
下の加工技術を開発する．さらに，個々の作業に適した単機能型自律機械（エージェント）群による分
散・協調作業技術の開発を行い，局所相互通信を用いた創発的作業とトップダウンによる協調作業を実
現する． 
(3)難環境素子・素材のためのナノ材料技術の開発では，ナノ構造制御を礎とする難環境対応の素材，ア
クチュエータ，センサの開発を行い，難環境作業スマート機械に実装する．素子・素材開発やナノトラ
イボロジー解析のために，立体電子顕微鏡による真空環境極微操作・計測システムも開発する． 

 
３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

【難環境認識・推定のための情報技術の開発】 
(1) 学習理論に基づく環境認識技術の開発 
 本研究では，学習データに加えて，大量の教師なしデータや背景知識を活用することにより，不足す
る情報を補完し，頑健な判断を可能にする機械学習技術を開発している．これまでの主な成果を以下に
記す． 
・Self-Training を用いた情報抽出では i2b2-2010 データにおいて，外部知識を用いないシステムの中
で世界最高の精度を達成した． 
・ピクセルレベルでの画像融合手法を開発し，画像融合結果の評価法を確立した．ベンチマークを用い
た研究でその有効性を確認した． 
(2) 代数理論に基づくロバストネットワーク通信技術の開発 
・グレブナー基底と離散フーリエ変換を用いたある種のアフィン多様体符号の符号化・復号化法を発表
し，高速かつ計算量の少ない誤り訂正方法を提案した． 

【難環境作業のための機械駆動技術の開発】 
(1) 難環境作業スマート機械の制御系設計 
難環境下において，自律的に作業する機械システムおよび人間の作業を支援する機械システムの開発を

目指して，多項式システムおよび非線形ディスクリプタシステムの制御系設計理論の開発，防護服を必
要とする難環境下において人間の作業を支援するパワーアシストロボット，不整地での移動が可能な 4
脚ロボットおよび遠隔操作で移動するマスタ・スレーブ型移動ロボットの開発を行った． 
(2) 難環境作業・加工法の開発，真空トライボロジーの解明 

次世代月・惑星科学探査では移動機構や真空中で加工する機械が必要となる．岩石試料のその場観察
のためのワイヤソー切断法を開発した．大気中に比べて真空中で著しく加工速度が低下する原因をトラ
イボロジーと発熱との両面から解析した．ダイヤモンド砥粒を固着させる電着ニッケルが加工対象であ
る岩石表面に付着するが，大気中では酸化してわずかに脆化する．それに対して，真空中では酸化せず
靱性が高いままであるため，その上を砥粒が滑っていることが明らかになった．発熱の影響は小さかっ
た． 
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(3) 難環境作業スマート機械の最適設計法の開発 

高温や高荷重，高加速度等の高負荷や異常荷重の作用する難環境下で作動する機械や構造体を対象に，
その設計支援のための構造最適化理論と最適化システムの研究・開発を行うと共に，その難環境機械へ
の応用を目指して研究を進め，ソリッド体では異種材料で構成されるクラッド弾性体の熱荷重に対する
変形コントロールを可能にする形状設計手法を開発した．また，大規模機械システムのモジュール構成
最適化に対応するために，Exploit と呼ばれる新しい探索手法に基づく最適設計法を開発した． 
(4) 難環境下における着火・燃焼制御技術の開発 

難環境下においてエネルギー機器を作動させる場合に起こる特異現象の把握，メカニズム解明，およ
び対策技術構築を目指し，取得した研究設備を用いた実験，理論解析，数値計算を行った．特に，炭化
水素系の燃料に，粘度や発熱量調整の目的でアルコールを添加した場合の燃焼生成物の変化について理
論計算を行い，実験を再現できる予測式を構築した． 

【難環境素子・素材のためのナノ材料技術の開発】 
(1) ナノトライボロジーの解明，ツイン型ナノ計測システムの開発 

真空環境極微操作・計測システム用立体電子顕微鏡の立ち上げは完了し，以下のような極微走査，及
び計測に関して具体的な成果を得ている． 
・真空環境極微操作：カーボンナノチューブ（CNT）の金属ワイヤ探針先端への取り付けが可能なシステ

ムを構築した． 
・計測システム：グラフェンデバイスの構築を行い，ソースメータによりディラック点を観測すること

に成功した．グラフェンデバイスは同一基板に複数形成しているが，電子顕微鏡によるイメージング
ができるため，個々のデバイスにアクセスすることが容易である． 

(2) 難環境作業・加工法の開発 
難環境で使用可能な材料の加工および形状付与のための接合プロセスの構築においては，高温耐食性

を有するオーステナイト系ステンレス鋼 SUS304 と軽量材料であるアルミニウム合金の接合法を構築し
た．界面に耐熱性・高熱伝導性を有する窒化アルミニウムを形成させることに成功した．難環境で使用
可能にするための材料の表面改質プロセスの構築においては，機械構造用低合金鋼である SCR420 鋼の表
面に水中プラズマを用いて耐食性・耐摩耗性・高硬度の窒化物層を短時間で形成することに成功した． 
(3) MEMS センサ・アクチュエータの開発 

照明光が得られない暗所でも人間を検出できる赤外線を用いた赤外線センサを開発した．このセンサ
は，冷却が必要な半導体型とは異なり，消費電力を低減できる赤外線センサとして，微小なねじり振動
子に赤外線が入射すると，熱による曲げ変形により共振周波数が大きく変化する原理を用いて開発した． 
また，体の腹部や胸部を挟むように電極２つを配置し，その静電容量を計測する方式の呼吸センサを開
発した．これらのセンサは災害時の被災者検出や難環境下での作業時の人間の呼吸のモニタリングなど
への応用が期待されている．  
(4) 光センサの開発 

難環境での探査・作業に資する高性能光センサ，特に可視および赤外光領域で高い感度を持つ光検出
器単体とそのアレー化と性能改善を図ることを目的に，その要素技術の開発を進めた．短波長赤外域（1
～2µm）における高感度光センサ実現のため，三角障壁フォトトランジスタ（TBP）と呼ばれる光増倍型
の素子を分子線エピタキシー（MBE）法とフォトリソグラフィー技術を用いて試作した．これまで，波長
1.7µm まで感度を持つ InGaAs TBP センサにおいて，受光感度 4A/W 程度の性能を達成している．また，
TBP と CMOS 読み出し回路とを組み合わせたアレーセンサの試作も進め，128 画素のリニアアレー素子を
用いたイメージスキャンも実現している． 
(5) 耐熱高効率モータの開発 

難環境下においても高効率を維持するモータ駆動システムの研究を進め，インバータ励磁時の鉄損特
性，高周波磁気特性材料，リアクトル高周波損失特性に関して以下のような成果を挙げた． 
・インバータ励磁時の鉄損増加を明らかにし，特にＧａＮインバータによりキャリア周波数 190kHzまで
の鉄損特性を計測し，インバータのデッドタイムによりキャリア周波数高周波時には鉄損が上昇するこ
とを示した． 
・高周波の磁性材料の材料設計及び鉄損特性を計測し厚み・形状の影響を評価した． 
・リアクトルの高周波の鉄損特性を計測し，高周波になるとＢＦが低下することを示した． 
・インバータ励磁時の磁気特性計測における必要なサンプリング周波数を示した． 
(6) 難環境において高性能・高機能を発揮する半導体デバイスの開発 

高温での使用や電源が乏しいなどの難環境においても高性能で高機能な半導体デバイスの研究を進
め，化合物半導体を用いたヘテロ接合トランジスタやセンサの研究開発において以下の成果を得た． 
・AlGaAs/InGaAs高電子移動度トランジスタ(HEMT)の素子の異常分散特性を抑えるパッシベーション技術
を開発した． 
・ワイドバンドギャップ半導体であるAlGaNのpn接合をSi上に形成し，デバイス応用の研究を進めた．こ
のpn接合エピタキシャルウエハを用いてフォトダイオードを試作し，深紫外域での光応答特性を測定評
価した． 
・Si基板上に形成したAlGaN/GaN HEMTの作製プロセスの研究を進めた．低接触抵抗なオーミック電極を
開発するとともに，初期的ながら原子層堆積法による表面安定化保護膜を実現し，高電流と高耐圧特性
を同時に達成した． 

本研究センターは以上のように 3 つの分野で順調に成果を挙げてきている． 

 

 

 

 



   （様式１） 
 

法人番号 231023 
プロジェクト番号 Ｓ1311034 

 
平成２５年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名  トヨタ学園    ２ 大学名   豊田工業大学     

 

３ 研究組織名   豊田工業大学大学院工学研究科   

  難環境作業スマート機械技術研究センター   

 

４ プロジェクト所在地  名古屋市天白区久方 2-12-1   

 

５ 研究プロジェクト名   難環境作業スマート機械技術の研究   

 

６ 研究観点    研究拠点を形成する研究   

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

成清 辰生 大学院工学研究科 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  16 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

成清 辰生 
大学院工学研

究科・教授 

難環境作業のための機械駆

動技術の開発 

難環境作業スマート機械の制御

系設計 

古谷 克司 
大学院工学研

究科・教授 

難環境作業のための機械駆

動技術の開発 

難環境作業・加工法の開発 

真空トライボロジーの解明 

吉村 雅満 
大学院工学研

究科・教授 

難環境素子・素材のためのナ

ノ材料技術の開発 

ナノトライボロジーの解明 

ツイン型ナノ計測システムの開発 

奥宮 正洋 
大学院工学研

究科・教授 

難環境素子・素材のためのナ

ノ材料技術の開発 
難環境作業・加工法の開発 

佐々木 実 
大学院工学研

究科・教授 

難環境素子・素材のためのナ

ノ材料技術の開発 

MEMS センサ・アクチュエータの開

発 

下田 昌利 
大学院工学研

究科・教授 

難環境作業のための機械駆

動技術の開発 

難環境作業スマート機械の最適

設計法の開発 

榊  裕之 
大学院工学研

究科・学長 

難環境素子・素材のためのナ

ノ材料技術の開発 
光センサの開発 

藤﨑敬介 
大学院工学研

究科・教授 

難環境素子・素材のためのナ

ノ材料技術の開発 
耐熱高効率モータの開発 

佐々木 裕 
大学院工学研

究科・教授 

難環境認識・推定のための情

報技術の開発 

学習理論に基づく環境認識技術

の開発 

Zheng Liu 
大学院工学研

究科・教授 

難環境認識・推定のための情

報技術の開発 

学習理論に基づく環境認識技術

の開発 

熊谷 慎也 
大学院工学研

究科・准教授 

難環境素子・素材のためのナ

ノ材料技術の開発 

MEMS センサ・アクチュエータの開

発 
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小林 正和 

大学院工学研

究科・准教授 

難環境作業のための機械駆

動技術の開発 

難環境作業スマート機械の最適

設計法の開発 

川西 通裕 
大学院工学研

究科・准教授 

難環境作業のための機械駆

動技術の開発 

難環境作業スマート機械の制御

系設計 

松井  一 
大学院工学研

究科・准教授 

難環境認識・推定のための情

報技術の開発 

代数理論に基づくロバストネットワ

ーク通信技術の開発 

山下 勝司 

大学院工学研

究科・ 

連携特任教授 

難環境認識・推定のための情

報技術の開発 

難環境作業スマート機械の制御

系設計 

（共同研究機関等）    

Nathan Srebro 

豊田工業大学

シ カ ゴ 校

(TTIC)・准教授 

難環境認識・推定のための情

報技術の開発 

学習理論に基づく環境認識技術

の開発 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

 
旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

難環境作業のための機械

駆動技術の開発 

大学院工学研究

科・連携特任教授 
山下 勝司 

難環境作業スマート機械の

制御系設計 

（変更の時期：平成 27 年 12 月 31 日） 

 

 
新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

豊田工業大学大学院

工学研究科・教授 
同左 岩田 直高 

難環境下で高性能・高機能

を発揮する半導体デバイス

の開発 

（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 
  新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

豊田工業大学大学院

工学研究科・教授 
同左 武野 計二 

難環境下における燃料着

火制御技術の開発 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

  新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

豊田工業大学大学院

工学研究科・准教授 
同左 三輪 誠 

学習理論に基づく環境認識

技術の開発 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

  新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
豊田工業大学大学院

工学研究科・教授 

ブリティッシュコロンビア大学・

准教授 
Zheng  Liu 

学習理論に基づく環境認識
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
 本研究プロジェクトでは，震災・事故現場などで高度な作業性能を発揮する難環境作業スマート機械
の開発を行い，安心・安全な社会の構築と先端科学技術の発展に貢献することを目的とする．このため，
次の課題に重点を置き，相互に協力し研究を進める． 
(1)難環境認識・推定のための情報技術の開発では，難環境の把握・推定のために複数センサからの情報
を補完・推定・統合するスマート情報技術の開発を進め，様々な物理量を用いた環境認識を実現する． 
(2)難環境作業のための機械駆動技術の開発では，機械構造の軽量化・高強度化を図るとともに，難環境
下の加工技術を開発する．さらに，個々の作業に適した単機能型自律機械（エージェント）群による分
散・協調作業技術の開発を行い，局所相互通信を用いた創発的作業とトップダウンによる協調作業を実
現する． 
(3)難環境素子・素材のためのナノ材料技術の開発では，ナノ構造制御を礎とする難環境対応の素材，ア
クチュエータ，センサの開発を行い，難環境作業スマート機械に実装する．素子・素材開発やナノトラ
イボロジー解析のために，立体電子顕微鏡による真空環境極微操作・計測システムも開発する． 
（２）研究組織 
1. 研究組織 

2. 研究代表者の役割 ： プロジェクトの統括，センターの運営，研究の進展に対する責任および難環境作業ス
マート機械技術研究センター協議会の運営 
3. 研究プロジェクトに参加する研究者・PD・大学院生の状況 ： 研究者 19 名，PD9 名，大学院生 31 名 
（2016 年 5 月現在） 
4. 研究チームの連携状況 ： センター協議会において，各研究チームからの研究発表を行い，研究の進捗や
内容のチェックを行っている． 
5. 研究支援体制 ： 研究費をはじめとして，全学的な支援体制が整っている． 
6. 共同研究機関との連携状況 ： 5 企業，6 大学等などとの研究協力体制を築いている． 

（３）研究施設・設備等 
以下は本プロジェクトで導入した設備である． 
1. 視触覚統合型運動・状態把握システム            平均使用時間 20 時間/週， 使用者数 4 名/週 
2. 難環境対応モータ駆動評価システム                 平均使用時間 10 時間/週， 使用者数 2 名/週 
3. 真空環境極微操作・計測システム用立体電子顕微鏡   平均使用時間 20 時間/週， 使用者数 5 名/週 
4. 素子・素材開発用ツイン型ナノ計測システム        平均使用時間 20 時間/週， 使用者数 5 名/週 
5. 視触覚センシングシステム評価装置                 平均使用時間  3 時間/週， 使用者数 1 名/週 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記，１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと． 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 

【難環境認識・推定のための情報技術の開発】 

(1) 学習理論に基づく環境認識技術の開発(*) 
本研究では，学習データに加えて，大量の教師なしデータや背景知識を活用することにより，不足す

る情報を補完し，頑健な判断を可能にする機械学習技術を開発している．これまでの成果を以下に示す．  
・半教師あり学習の一種である Self-Training を用いて，教師なしデータにより，テキスト情報からの
自動情報抽出タスクの精度を向上させた． 
・大量の教師ありデータから信頼度の高い結果を効率的に得るため，非常に高速な機械学習ツール DCASVM
を開発・公開した． 
・画像分割による融合画像の主観的な評価を行った．さらに客観的な評価結果については統計手法を用
いて解析した．最終的に，画像融合手法を開発し，画像融合結果の評価法を確立した．ベンチマークを
用いた研究でその有効性を確認した． 

(2) 代数理論に基づくロバストネットワーク通信技術の開発(*) 
通信データを正しく伝えるための欠損処理技術である誤り訂正符号について，研究を行った．これま

での成果を以下に記す． 
・一般化準巡回符号の 1 変数多項式行列による効率的な表示方法を見出し，その応用として高い誤り訂

正能力を持つ一般化準巡回符号の探索方法を確立した． 
・グレブナー基底と離散フーリエ変換を用いた様々なアフィン多様体符号の符号化・復号化法を発表し

た． 
・ガウス素数の掘割問題と呼ばれるグラフ理論の探索問題を一般化し，虚二次数体における素元の掘割

問題について考察し，並列計算機を用いた探索を行った． 

【難環境作業のための機械駆動技術の開発】 

(1) 難環境作業スマート機械の制御系設計(*) 
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多項式システムおよび非線形ディスクリプタシス

テムの制御系設計理論の開発，防護服を必要とする
難環境下において人間の作業を支援するパワーアシ
ストロボット，不整地での移動が可能な 4 脚ロボッ
トおよび遠隔操作で移動するマスタ・スレーブ型移
動ロボットの開発研究を行ってきた．これまでの成
果を以下に記す． 
・パワーアシストロボットでは，起立・着席動作の
意図推定のための SVM(Support Vector Machine)判
別器を開発し，ロボットに実装した． 
・4 脚ロボットでは，コンプライアント制御を実装
し，不整地での歩行・走行を実現した． 
・多項式システムの制御系設計については，最適化
手法と組み合わせる手法を用いて新たな制御手法を
開発した． 
・直立 4 足歩行型パワーアシストロボットを開発し
た．                              4脚ロボット     直立 4足歩行型 

                    パワーアシストロボット 

(2) 難環境作業・加工法の開発，真空トライボロジーの解明(*) 
次世代月・惑星科学探査 では 移動機構 や真空中で加工する機械が必要となる．岩石試料のその場観

察のための ワイヤソー切断法 を開発した．大気中に比べて真空中で著しく加工速度が低下する原因をト
ライボロジーと発熱との両面から解析した．ダイヤモンド砥粒を固着させる電着ニッケルが加工対象で
ある岩石表面に付着するが，大気中では酸化してわずかに脆化する．それに対して，真空中では酸化せ
ず靱性が高いままであるため，その上を砥粒が滑っていることが明らかになった．発熱の影響は小さか
った． 
 高温環境で動作する機械要素では，セラミックスなどの硬質材料が多用されることが予想される．そ
こで，電解液中で発生した放電の熱による昇華や化学反応により絶縁物を加工する 電解放電加工法 を検
討した．また，加工面に炭素薄膜を形成しながら加工を継続させる補助電極法による放電加工法により
炭化ケイ素(SiC)を加工した． 
 圧電アクチュエータの状態認識技術を開発した．2枚のバイモルフ圧電板を用いて ピンセット を試作
した．把持時には片方で発生した振動を他方で検出し，その共振周波数を追尾することで把持物体の質
量を推定した．駆動電流の残留振動を周波数解析することで，発生力を推定 した． 
また，アクチュエータ技術の動向 について調査した． 

(3) 難環境作業スマート機械の最適設計法の開発(*) 
高温や高荷重，高加速度等の高負荷や異常荷重の作用する難環境下で作動する機械や構造体を対象に，

その設計支援のための構造最適化理論と最適化システムの研究・開発を行うと共に，その難環境機械へ
の応用を目指して研究を進めている．これまでの成果を以下に記す． 
・ソリッド体では異種材料で構成されるクラッド弾性体の熱荷重，および静荷重に対する変形コントロ
ールを可能にする形状設計手法を開発し，数値解析にて有効性を検証した． 
・薄板構造体では強度を向上させるためのシェルの形状最適化手法を提案した． また，複合材料からな
るシェルの剛性設計のための多目的で形状－板厚の２段階最適設計手法を提案した．更に，材料非線形
と幾何学的非線形性を考慮した反力コントロールのための形状設計手法も提示した． 
・シェル構造を対象に，不確定な荷重に対するロバスト形状最適化問題の解法を提示した． 
・グラフェンシートやカーバインのようなナノ構造を連続体骨組構造としてモデリングし，その形状最
適化法の開発に着手し，良好な結果が得られる目途を得た． 
・多脚ロボットの脚故障時において歩行能力を最大化する歩行パターンを探索する手法を開発した． 
・コンプライアントメカニズムに基づく車椅子サスペンションの最適設計と試作・実験を行った． 
・クアッドローター型 UAV に対して，力覚提示装置を用いて周囲の障害物までの距離を操作反力として
操縦者に提示することの出来る操縦インターフェースを開発した． 

(4) 難環境下における着火・燃焼制御技術の開発(*) 
難環境下においてエネルギー機器を作動させる場合に起こる特異現象の把握，メカニズム解明，およ

び対策技術構築を目指し，取得した研究設備を用いた実験，理論解析，数値計算を行ってきた．これま
での成果を以下に記す． 
・難環境下における液体燃料の物性を調節するためにアルコールを加えた場合の，燃焼特性，特に排気
ガス中のカーボン濃度の変化についてモデル化を行い，実験を再現できる予測式を構築した． 
・環境変化により変形，変質した金属面での発火現象について，実験および数値計算によりメカニズム
を調査した．その結果，金属表面の粗さが増加すると，発火温度が低下することがわかった．今後，実
験データの蓄積と，数値計算による現象解明を行う 
・高圧気体燃料噴射時に，難環境によるノズル孔の変形が起こった場合の着火機構の変化について，実
験データを取得した．今後，実験データの蓄積と，数値計算による現象解明を行う． 

【難環境素子・素材のためのナノ材料技術の開発】 

(1) ナノトライボロジーの解明，ツイン型ナノ計測システムの開発(*) 
真空環境極微操作・計測システム用立体電子顕微鏡の立ち上げは完了し，以下のような極微走査，及

び計測に関して具体的な成果を得ている． 
・真空環境極微操作：カーボンナノチューブ（CNT）の金属ワイヤ探針先端への取り付けが可能なシステ
ムを構築した． 
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・計測システム：グラフェンデバイスの構築を行い，ソースメータによりディラック点を観測すること
に成功した．グラフェンデバイスは同一基板に複数形成しているが，電子顕微鏡によるイメージングが
できるため，個々のデバイスにアクセスすることが容易である． 

(2) 難環境作業・加工法の開発(*) 
難環境素材加工のための接合プロセス・表面改質プロセスの構築について研究を行った．難環境で使

用可能な材料の加工および形状付与のための接合プロセスの構築においては，高温耐食性を有するオー
ステナイト系ステンレス鋼 SUS304 と軽量材料であるアルミニウム合金の接合法を構築した．難環境で使
用可能にするための材料の表面改質プロセスの構築においては，機械構造用低合金鋼である SCR420鋼の
表面に水中プラズマを用いて耐食性・耐摩耗性・高硬度の窒化物層を短時間で形成することに成功した．  

さらに，不純物元素 Feを含むリサイクル材の Al-Si合金には，粗大板状化合物のβ-Al9Fe2Si2粒子が
晶出するため，強度・延性が著しく低下する．この板状化合物は，共晶凝固に先立って晶出ことを明ら
かにした．その上で，β-Al9Fe2Si2粒子が晶出する温度域で溶湯を超音波加振すると，板状化合物は微
細粒状のα-Al8Fe2Si 粒子に変化し，リサイクル材の強度・延性が清浄材以上に改善することを明らかに
した． 

(3) MEMS センサ・アクチュエータの開発(*) 
消費電力を低減できる赤外線センサとして，微小なねじり振動子に赤外線が入射すると，熱による曲

げ変形により，共振周波数が大きく変化する原理を提案した．合わせて，製作途中で振動子に欠陥が入
り難い Si エッチングプロセスを名古屋大学グループと検討した．  

体の腹部や胸部を挟むように電極 2 つを配置し，その静電容量を計測する方式の呼吸センサを提案し
た．信号の周波数応答などを踏まえて，呼吸に伴う皮膚厚の変化を主に測定しているモデルが得られた．
この知見を基に，電極の貼り付けを安定化させた．長時間経っても計測信号を比較することができ，食
事による体のふくらみのような微小な変化も静電容量の変化として検出できた．センサ電極の構成など
を改良することで，体動が引き起こすノイズを小さく抑えることができた．歩行，走行，上半身ねじり，
前後屈などの動きの中で被験者の呼吸信号を計測した．6 分間の小走り中の計測では，呼吸の深さが徐々
に大きくなる様子が見られるなど自然な体の応答が見て取れた． 

(4) 光センサの開発(*) 
難環境での探査・作業に資する高性能光センサ，特に可視および赤外光領域で高い感度を持つ光検出

器単体とそのアレー化と性能改善を図ることを目的に，その要素技術の開発を進めた．短波長赤外域（1
～2µm）における高感度光センサ実現のため，三角障壁フォトトランジスタ（TBP）と呼ばれる光増倍型
の素子を分子線エピタキシー（MBE）法とフォトリソグラフィー技術を用いて試作した．これまで，波長
1.7µm まで感度を持つ InGaAs TBP センサにおいて，受光感度 4A/W 程度の性能を達成している．また，
TBP と CMOS 読み出し回路とを組み合わせたアレーセンサの試作も進め，128 画素のリニアアレー素子を
用いたイメージスキャンも実現している． 

(5) 耐熱高効率モータの開発(*) 
難環境下においても高効率を維持するモータ駆動システムの研究を進め，以下のような成果を挙げた． 

・インバータ励磁時の鉄損増加を明らかにし，特にＧａＮインバータによりキャリア周波数 190kHzまで
の鉄損特性を計測し，インバータのデッドタイムによりキャリア周波数高周波時には鉄損が上昇するこ
とを示した． 
・高周波の磁性材料の材料設計及び鉄損特性を計測し厚み・形状の影響を評価した． 
・リアクトルの高周波の鉄損特性を計測し，高周波になるとＢＦが低下することを示した． 
・インバータ励磁時の磁気特性計測における必要なサンプリング周波数を示した． 

(6) 難環境において高性能・高機能を発揮する半導体デバイスの開発(*) 
高温での使用や電源が乏しいなどの難環境においても高性能で高機能な半導体デバイスを実現するた

め，化合物半導体を用いたヘテロ接合トランジスタやセンサの研究開発を行い，以下の成果を得た． 
・AlGaAs/InGaAs高電子移動度トランジスタ(HEMT)の素子の異常分散特性を抑えるパッシベーション技術
を開発した． 
・ワイドバンドギャップ半導体であるAlGaNのpn接合をSi上に形成し，デバイス応用の研究を進めた(立
命館大学との共同研究)．このpn接合エピタキシャルウエハを用いてフォトダイオードを試作し，深紫外
域での光応答特性を測定評価した． 
・Si基板上に形成したAlGaN/GaN HEMTの作製プロセスの研究を進めた．低接触抵抗なオーミック電極を
開発するとともに，初期的ながら原子層堆積法による表面安定化保護膜を実現し，高電流と高耐圧特性
を同時に達成した． 

＜特に優れた研究成果＞ 
(1) Self-Training を用いた情報抽出では i2b2-2010 データにおいて，外部知識を用いないシステムの
中で世界最高の精度を達成した． 
(2) 文脈と辞書による単語の意味の表現を用いた対義語判定システムは，対義語に関する標準テストセ
ットにおいて，世界最高の性能を達成した． 
(3) グレブナー基底と離散フーリエ変換を用いたある種のアフィン多様体符号の符号化・復号化法を発
表し，高速かつ計算量の少ない誤り訂正方法を提案した． 
(4) 多項式システムの設計法を拡張し，非同期の粒子群最適化手法を組み合わせた有理式システムを含
む非線形ディスクリプタシステムの制御系設計法を開発した． 
(5) 高温環境下で電極材料などに用いられるモリブデンのクラックレス放電加工法のためには，シリコ
ンやチタンを工具電極として用いることが有効であることや，結晶粒界に沿ってクラックが発生するこ
とを明らかにした． 
(6) ソリッド体では異種材料で構成されるクラッド弾性体の熱荷重に対する変形コントロールを可能に
する形状設計手法を開発した． 
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(7) 炭化水素系の燃料に，粘度や発熱量調整の目的でアルコールを添加した場合の燃焼生成物の変化に
ついて理論計算を行い，実験を再現できる予測式を構築した． 
(8) 極微操作に関して，CNT の操作に関して，従来の技術に比べて５倍のスループットが実現できた． 
(9) 高温耐食性オーステナイト系ステンレス鋼 SUS304 と軽量材料であるアルミニウム合金の接合法を
構築した． 
(10) 温度が上昇する難環境で使用しても表面硬さが低下しにくい表面硬化熱処理法の開発した． 
(11) ウェアラブル呼吸センサはオリジナルな原理であり，用意すべきデバイス構造がシンプルである．
固定方向を工夫することで，長期に渡り安定な信号が得られる見通しを得た． 
(12) 通常はキャリア周波数が増加すると高調波成分が低下するので鉄損が低下するが，ある領域を超え
ると，インバータ制御時のデッドタイムの影響が出て鉄損が増加することを示した． 

＜問題点とその克服方法＞ 
(1) 辞書や教師データでは不足する情報を補完するために，大量の教師なしデータを利用した学習手法
を確立した．また，大量データを利用する際の効率を上げるために，高速な機械学習ツールを開発した． 
(2) 一般化準巡回符号の 1 変数多項式行列による表示は，依然として可能な組合せ数が膨大であり，高
速化してもなお探索には時間がかかるのが問題である．そこで，素因子分解の手法を 1 変数多項式行列
に応用し，分解を行った個々の多項式行列に対し探索を行い最終的に統合することにより，探索の高速
化を行う． 
(3) 2 脚支持型のパワーアシストロボットは，安定な歩行のため，上肢に負荷が大きい杖を用いた補助
機構を必要とする．これに対して，本研究では，4 脚支持型の新たなパワーアシスト機構を開発し，す
べての負荷を 4 脚機構で受けることができる完全免荷システムを構築した． 
(4) ソーワイヤでニッケル電着を避けるために，タングステンカーバイドを放電により付着させたソー
ワイヤ(を開発した．ダイヤモンドよりは硬度が低いため加工速度は劣るが，凝着を防げる可能性がある．
進行波超音波を用いた薄板の非接触搬送法はエネルギー効率が悪かったため，空気流路を切り替えなが
ら駆動する非共振型非接触搬送法を提案した． 
(5) 高温耐食性オーステナイト系ステンレス鋼 SUS304 とアルミニウム合金の接合法および温度が上昇
する難環境で使用しても表面硬さが低下しにくい表面硬化熱処理法の信頼性をさらに向上させるべく，
再現性の高い生産プロセスの構築を行う．具体的には接合時および表面硬化熱処理時の各種パラメータのそ
の場制御を可能とする． 
(6) 振動型赤外線センサについては，感度を犠牲にしない静電アクチュエータについて知見を得たが，立体的
な構造を実現することが必要で，製作プロセスが複雑になるトレードオフの関係がある．構造材料の膜応力変
形を利用して，元々は平面的でも最終的に立体構造を実現することで，センサ機能を高める．ウェアラブルセン
サは，皮膚に接するような下着類では有効である．上着につけた電極のように，皮膚から離れた電極で計測す
るなど，利用者の利便性とのトレードオフがある． 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む．＞ 
(1) 学習で得られた類義語・対義語の表現は様々な言語処理技術に転用可能である． 
(2) 一般化準巡回符号の探索の高速化は，現在最も高性能な誤り訂正符号である低密度パリティ検査符号
（LDPC 符号）の構成に応用できる．効率的に探索を行うことにより，最小距離の大きい高性能な LDPC 符号を
構成する． 
(3) 脚型移動ロボットの制御手法で開発したコンプライアンス制御法は，障害者のリハビリシステムに
応用が可能であることから，実用化に向けた企業（トヨタ自動車）との共同研究が始まっている．  
(4)「古谷克司，小野政貴，“超音波近接場浮揚を利用した 2 次元搬送法における駆動力の発生メカニズ
ム”，日本 AEM 学会誌，23巻．2 号，pp. 414-421 (2015)」に対して日本 AEM 学会論文賞を受けた． 
(5) 薄板の非線形形状最適化手法は自動車の安全構造デバイスへの応用が可能であり，実用化を目指し
た研究を進める． 
(6) 接合プロセスについては，実部品への展開を計画中であり，また温度が上昇する難環境で使用して
も表面硬さが低下しにくい表面硬化熱処理法については，輸送機器において温度が上昇する部材への適
用を検討している． 
(7) 振動型赤外線センサについては，本プロジェクト前に特許申請したもの（特願 2009-83939）が権利
化された（特許第 5523727号（登録日 平成 26 年 4月 18 日））．呼吸センサについては，本プロジェクト
前に特許申請した特願 2012-24913 については審査請求中である．また，特願 2015-02331 を新たに申請
した． 

＜今後の研究方針＞ 
(1) 教師あり学習の高速化・高度化を行い，大規模データを使った半教師あり学習，さらには教師なし
学習の性能向上を行っていく． 
(2) 学習理論のゼータ関数の解析的性質について調べる．この関数に対し，リーマンゼータ関数の研究
で用いるような解析的整数論の技術を応用した研究を行う． 
(3) 脚型ロボットやパワーアシストロボットの実用化に向けた研究を加速させる． 
(4) 絶縁性硬ぜい材料の加工法として，放電加工法だけでなく，電解放電加工法についても検討する．
そのための，小型機械を開発する予定である． 
(5) 材料設計が可能で，軽量化や力学特性への寄与の大きい複合材料の構造体への適用を推進し，その
形状と形態設計手法の開発を行う．さらに，ロバスト形状最適化問題の解法を骨組構造へ応用し，ソリ
ッド，シェルと合わせた全構造形態への適用を行う． 
(6) 当該顕微鏡に具備されている X 線による組成分析機能を駆使し，所望の箇所にアクセスし加工がで
きるようなシステム構築を行っていく． 
(7) 接合については，接合強度のさらなる向上，適用鋼種の範囲拡大を目指す．温度が上昇する難環境
で使用しても表面硬さが低下しにくい表面硬化熱処理法については，高濃度浸炭と組合わせることによ
り，高耐摩耗性を有し且つ温度が上昇する環境でも硬さの低下を抑制できるプロセスの構築を目指す． 
(8) 振動型赤外線センサは，改良した構造のものの試作と評価に進む．ウェアラブル呼吸センサは，用
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途をより明確にして構造の改良を進めつつ有効性を示していく． 
(9) TBP の素子設計を見直し，さらなる高感度化と高画素化を目指す．ワイドギャップ半導体である AlGaN
を Si 上に形成する研究の展開として，GaNよりバンドギャップの大きな AlGaNをチャネル層に用いたヘ
テロ接合トランジスタの研究を進める．現在は，AlGaN に対するオーミック電極の検討を行っている．
また，縦型構造のトランジスタの実現に向けて，結晶成長およびデバイス作製プロセスの研究も進める． 
(10) モータにてインバータ励磁時の鉄損評価と材料特性との関係解明し，インバータ励磁とモータと一
体となった視点でのモータ駆動システムの高効率化を図る． 

＜今後期待される研究成果＞ 
(1) 教師あり学習の高速化・高度化を行い，大規模データを使った半教師あり学習，さらには教師なし
学習の性能向上を図り，ロボットなどの難環境機械システムへの応用する． 
(2) 様々な種類の多値論理多項式に対する畳み込み定理を創出する．誤り訂正符号と多値論理多項式は，
双対の関係にあるため，誤り訂正符号に対して得られた様々な結果は，多値論値多項式に対しても成り
立つことが多い．この観点から，多値論理多項式の積の計算量を削減し，計算機科学における多値論理
式の演算の高速化に繋げる． 
(3) 強化学習を用いたモデルフリー制御および受動速度場制御によるコンプライアンス制御などの新た
な制御手法を開発し，脚型ロボットやパワーアシストロボットの制御系設計に実装する．さらに，環境
認識技術およびナノ材料技術の開発研究によって得られた成果，特に，環境認識技術やセンサ技術とロ
ボット技術を融合させ，脚型ロボットやパワーアシストロボットの実用化に向けた研究を加速させる． 
(4) 工具速度が低速でも加工可能であることが明らかになったので，岩石試料を真空中で加工する装置
を低速で駆動することで低消費電力化する． 
(5) 高温耐食性を有する材料と軽量材料の接合が可能となることで，難環境での輸送機器の軽量化が可
能となる．輸送機器の摺動部材においては，高耐摩耗性を有しつつ温度が上昇する状況でも硬さが低下
しない部材の利用が可能となる． 
(6) 室温動作し高い感度の赤外線センサは，暗所の難環境を省エネルギーで検出できることが期待され
る．ウェアラブル呼吸センサは着衣した人に負荷をかけることの無い健康や労働管理に寄与することが
期待される． 
(7) 振動型赤外線センサは，改良した構造のものの試作と評価に進む．ウェアラブル呼吸センサは，用
途をより明確にして構造の改良を進めつつ有効性を示していく． 
(8) TBP の素子設計を見直し，さらなる高感度化と高画素化を目指す．ワイドギャップ半導体である AlGaN
を Si 上に形成する研究の展開として，GaNよりバンドギャップの大きな AlGaNをチャネル層に用いたヘ
テロ接合トランジスタの研究を進める．現在は，AlGaN に対するオーミック電極の検討を行っている．
また，縦型構造のトランジスタの実現に向けて，結晶成長およびデバイス作製プロセスの研究も進める． 
(9) モータにてインバータ励磁時の鉄損評価と材料特性との関係解明し，インバータ励磁とモータと一
体となった視点でのモータ駆動システムの高効率化を図る． 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 
学内に「難環境作業スマート機械技術研究センター協議会」を設置し，事務局スタッフを含め 9 名の

メンバーが，本プロジェクトの方針策定，予算遂行状況の確認および研究進捗状況の確認などを行って
いる．この協議会での評価は平成 25 年度および平成 26 年度自己点検評価報告書として公表している．
平成 27 年度は，自己点検評価報告書の作成が行われなかったため，11 月にこれまでの研究進捗を纏め
た研究成果中間報告書を刊行した． 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 
本プロジェクトの研究進捗状況報告のため，平成 26 年度，平成 27 年度に研究センターシンポジウム

を開催した．各々のシンポジウムに合わせて，研究成果報告書を刊行した．特に，平成 27 年度はプロジ
ェクトの中間年にあたるため，研究成果中間報告書として研究成果を取りまとめ，産業界と学会から各
1 名の学外の評価者 2 名に内容の点検を依頼した．各評価者の評価結果を以下に記す． 

(1) 佐藤 彰倫（トヨタ自動車株式会社 未来創成センター 未来研究部・グループ長）： 

本プロジェクトは，災害現場などの難環境で有効に機能する機械システムの開発を推進するものである．
現在，３つの分野で多くの研究成果が得られているが，それぞれの成果について産業応用の立場からい
くつかコメントを与える．まず，非常に多くの学術論文が学術誌や Proceedings に発表されていること
は，本プロジェクトの活発な研究活動の成果であると高く評価したい．難環境における機械システムの
環境認識のための機械学習理論や符号理論の開発は，今後，様々なシステムに有用な技術なる．特に，
ビックデータや深層学習といった先端的な技術の活用を含めて，研究が進展することを期待したい．環
境認識技術のためのデータ取得に必要なセンサ技術の基盤研究も，材料創成技術，ナノ材料，磁性材料，
半導体技術および MEMS 技術など様々な技術領域から研究開発が進められている．一方，これらの基盤技
術を統合する難環境対応型の機械システムの開発においては，設計および機械加工技術の新たな提案と
制御システム開発が並行して進展しており，今後の統合化が期待できる． 

(2) 不破 勝彦（大同大学 情報学部・教授）： 

本事業では，難環境作業スマート機械実現のため，情報・機械・物質の分野から複合的な視点で研究開
発が進められている．評価者は制御・情報理論の専門の立場から，本事業の研究成果についてのコメン
トを述べたい．難環境では情報の欠落や破損が必至である．このため，代数的な理論に基づく符号化は
極めて重要な技術となる．特に，グレブナー基底などの代数的な手法を駆使した新たな符号理論の有用
性を現実的な設定とシステムで実証されることを期待したい．機械システムの制御理論として，多項式
システムや Descriptor 標記の有理式システム理論が開発されている．これらのシステム設計理論や安定
領域の評価に粒子群最適化手法が用いられており，実用的な手法として評価できる．今後は，昨今の我
が国の地震災害等の状況を鑑みて，一日でも早い，災害救助・探査ロボットなどの実用化システムの開
発を望みたい． 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い．） 
（１） 災害救助ロボット   （２） 真空下における機械加工技術（３） MEMSセンサ   

（４） MEMS・半導体センサ    （５） ナノ加工技術   （６） 表面硬化熱処理法    

（７） 未知環境認識技術     （８） ロバスト形状最適化   

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況．印刷中も含む．） 

上記，１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと． 
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7. 小田原峻也,近都恵介,藤﨑敬介 「電気モータ用無方向電磁鋼板の実測データとカタログデータの比
較」電気学会リニアドライブ研究会資料, LD-16-021, 関西大学 100 周年記念会館, 2016.1.16 

8. 不破勝彦，成清辰生 ，大羽達志，“Hurwitz 行列を用いた Lyapunov 方程式の一解法”，電気・電子・
情報関係学会東海支部連合大会，名古屋，2015年 9月 28 日-29日 

9. 不破勝彦，田中智也，成清辰生 ，“デュアルオブザーバを用いた強安定化制御系設計” ，電気・電
子・情報関係学会東海支部連合大会，名古屋，2015年 9 月 28 日-29 日 

10. 大嶋宏典，成清辰生 ，川西通裕 ，鈴木光久，“直立 4 足歩行型パワーアシストロボットの開発”，
LIFE2015, 2015 年 9月 7日-9 日，福岡(*) 

11. 小嶋伸一郎，成清辰生 ，川西通裕 ，“神経振動子を用いた四脚ロボットの歩容制御”，第 33 回日本
ロボット学会学術講演会, 2015 年 9 月 3 日-5日，東京(*) 

12. 古谷克司 ，野村和樹，岡田達明，佐伯和人，大上寛之：真空中における岩石の切断特性に対するソ
ーワイヤ表面性状の影響，2016 年度日本機械学会年次大会講演論文集，G1300103 (2015.9) 

13. 古谷克司 ，土屋昂敬，山岸宏規：選択的放電固化による積層造形法（第 1 報）基礎実験，2015年度
精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集，pp. 1-2 (2015.9) 

14. 古谷克司 ，“駆動電流による圧電アクチュエータの発生力の推定法”，第一回先端アクチュエータ・
システムの設計と応用に関する研究分科会，名古屋市千種区 (2015.8) (*) 

15. 古谷克司 ，中村祐介，“多相空気流を用いた薄板の非接触搬送法の基本構想”，第 27 回「電磁力関連
のダイナミクス」シンポジウム講演論文集，長崎県佐世保市 (2015.5) (*) 

16. 古谷克司 ，中村祐介，“多相空気流を用いた薄板の非接触搬送法(第 1 報)基本構想”，2015年度精密
工学会春季大会学術講演会講演論文集，東京都文京区 (2015.3) (*) 

17. 古谷克司 ，“旋盤型電解放電加工機による絶縁物の加工”，第 21回電解加工研究委員会，東京都文京
区 (2015.2) (*) 

18. 史金星 ，下田昌利 ，“熱変形実現を目的とする複合構造の形状最適化”，日本機械学会第 28 回計
算力学講演会，横浜, 2015 年 10 月 10 日-12日(*) 

19. 亀山晃希，下田昌利 ，“骨組構造体の形状-寸法同時最適化”，日本機械学会第 28 回計算力学講演
会，横浜, 2015 年 10 月 10 日-12 日(*) 

20. 池谷賢一，下田昌利 ，“形状制約を考慮した直交異方性シェルの形状最適設計”，日本機械学会第
28 回計算力学講演会，横浜, 2015 年 10 月 10日-12日(*) 

21. 池谷賢一，下田昌利 ，“異方性材料を考慮したシェル構造に対する形状-板厚の多目的最適化手法”，
日本機械学会第２５回設計工学・システム部門講演会講演論文集，2015年 9 月 23 日，長野(*). 

22. 小坂真太郎，下田昌利 ，“非線形性を考慮したシェル構造の形状最適化手法”，日本機械学会第２５
回設計工学・システム部門講演会講演論文集，2015年 9 月 23 日，長野(*). 

23. 田中崇一，下田昌利 ，“H1勾配法を利用したスポット溶接位置の最適化”，日本機械学会 2015 年度
年次大会講演論文集，2015 年 9 月 13日，札幌(*) 

24. 善本諒，下田昌利 ，“骨組構造体の弾性座屈に対する形状最適化手法”，日本機械学会 2015 年度年
次大会講演論文集，2015年 9 月 13 日，札幌(*) 

25. 永野智大，下田昌利 ，“不確定荷重に対するソリッド体のロバスト形状最適化”，日本機械学会 2015
年度年次大会講演論文集，2015 年 9 月 13 日，札幌(*) 

26. 杉村和哉，大森雅登 ，野田武司，Vitushinskiy Pavel，岩田直高 ，榊裕之 ，“赤外用三角障壁フォ
トトランジスタの暗電流低減と室温動作”，第 76 回応用物理学会秋季学術講演会(名古屋国際会議
場)(2015.9.15)(*) 

27. 大森雅登 ，野田武司，小嶋友也，杉村和哉，Pavel Vitushinskiy，岩田直高 ，榊裕之 ，“InP(100)
基板上における InAs/InAlGaAs 量子ロッド構造の形成”，第 76回応用物理学会秋季学術講演会(名古
屋国際会議場)(2015.9.14)(*) 

28. 川津琢也，野田武司，佐久間芳樹，榊裕之 ，“GaSb/GaAs 量子ドットの光学異方性における後熱処理
の効果”，第 62 回応用物理学会春季学術講演会(東海大学)(2015.3.13)(*) 

29. 大森雅登 ，杉村和哉，小嶋友也，加戸作成，野田武司，Pavel Vitushinskiy，岩田直高 ，榊裕之 ，
“三角障壁フォトトランジスタによる高感度赤外光検出”，第 62回応用物理学会春季学術講演会(東
海大学)(2015.3.13)(*) 

30. 藤﨑敬介 「マイクロ波プロセッシングのエネルギー的意義」第 9 回日本電磁波エネルギー応用学会
シンポジウム(Sympo2015), O-26, pp.70-71, 2015.11.20. 

31. 加藤義之,デニニコラ,小田原峻也,藤崎敬介 「実測と解析による IPMSM のインバータ励磁鉄損の評
価」電気学会回転機/リニアドライブ合同研究会、RM-15-110, LD-15-061, 2015.9 

32. 家城昌治,ニコラデニ,岡本昭太郎,小田原峻也,藤崎敬介 「NO 材コアを用いた IPMSM の 10000rpm に
おける鉄損特性評価」電気学会回転機/リニアドライブ合同研究会、RM-15-112, LD-15-063, 2015.9 

33. 溝田 昂亮、小田原 峻也、藤崎 敬介「印加電圧と試料形状の差異による鉄損特性」電気学会回転機
/リニアドライブ合同研究会、RM-15-106, LD-15-057, 2015.9 

34. 藤﨑敬介 ，“電磁アクチュエータシステムのための磁性材料の必要性と課題”，S22(1)-S22(4)（第 5
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分冊）電気学会全国大会，東京，S22-1, S22(1)-S22(4)（第 5 分冊）, 2015.3 

35. 小田原峻也，猿渡敬介，山本章吾，藤﨑敬介 , 進藤裕司，吉川直樹，小西崇文，“磁界解析によるギ
ャップ付鉄芯リアクトルの 高周波損失評価”，電気学会全国大会，東京，5-062, 2015.3（＊） 

36. 山本章吾，小田原峻也，藤﨑敬介 ，進藤裕司，吉川直樹，小西崇文，“高周波励磁下におけるギャッ
プ付リアクトルコアの鉄損と鉄芯コア材料の鉄損特性の比較”，電気学会全国大会，東京，5-061, 
2015.3（＊） 

37. 寺澤槙恵, 苅田桃子, 熊谷慎也 , 佐々木実 , “容量計測型呼吸センサにおける電極配置と信号の安
定化”, 第 63 回 応用物理学会 春季学術講演会 21p-P17-16, 東京工業大学, 2015.3.19-22. 

38. 寺澤槙恵，熊谷慎也 ，佐々木 実 ，“容量計測型呼吸センサのための衣服組み込み電極”，第 62 回 応
用物理学会 春季学術講演会（2015.3.11）11p-A29-9. 

39. 寺澤槙恵，熊谷慎也 ，佐々木実 , “密着型呼吸センサ”, 日本機械学会マイクロ・ナノ工学部門主
催 第 7 回マイクロ・ナノ工学シンポジウム, 健康診断・ヘルスケアのためのマイクロシステム応
用-II, 30pm1-C-5, 新潟, 2015.10.30. 

40. 山本 昌平，武野 計二 ，“TSI による現象論すす生成モデルにおける修正係数の検討”，第 53 回燃
焼シンポジウム講演予稿集， pp.290-291，2015-11 つくば（2015）(*) 

41. 山本 昌平，武野 計二 ，“高圧水素拡散火炎の着火・保炎位置に関する数値解析”，第 53 回燃焼シ
ンポジウム講演予稿集， pp.100-101，2015-11 つくば（2015）(*) 

42. 鈴木貴之，滝川陽介，張東岩，内藤志麻子，岩田直高 ，“ビスエチルメチルアミノシランを用いた原
子層堆積 SiO2 保護膜を有する AlGaAs/InGaAs HMETの特性”，第 62 回応用物理学会春季学術講演会，
応用物理学会，東海大学 湘南キャンパス，2015 年 3 月 11 日 (*) 

43. 小野正貴，三輪誠 ，佐々木裕 ，“辞書と文脈情報を用いた対義語モデルの学習”，第 21 回言語処理
学会年次大会，C5-2，pp.756-759，京都，2015年 3月 (*) 

44. 森洸樹，三輪誠 ，佐々木裕 ，“語順と共起を考慮したニューラル言語モデルによる英文穴埋め”，第
21 回言語処理学会年次大会，C5-2，pp.760-763，京都，2015 年 3 月 (*) 

45. 森洸樹, 三輪誠 , 佐々木裕 , “英文穴埋め問題における文章ベクトルと学習データの質の影響”, 
第 222 回自然言語処理研究会, 首都大学東京 秋葉原サテライトキャンパス, 2015 年 6 月 (*) 

46. Norihiro Nakashima, Hajime Matsui，“Modified DFTs for Affine Variety Codes，” 第 38回情報
理論とその応用シンポジウム予稿集，pp.177-182, 11 月 24 日－27 日，2015 (*) 

47. Hajime Matsui，“On Multiple-Valued Logic Polynomials of a Product Type，” 第 38 回情報理論
とその応用シンポジウム予稿集，pp.748-751, 11 月 24 日－27 日，2015 (*) 

48. 木下真志，松井一 ，“ガウス素数の掘割問題についての虚二次数体への一般化と右手法”，電気・電
子・情報関係学会東海支部連合大会，名古屋，2015年 9 月 29 日 (*) 

49. 中島規博 ，松井一 ，“グレブナー基底と DFT を用いたエルミート曲線符号の符号化・復号化”，電気・
電子・情報関係学会東海支部連合大会，名古屋，2015 年 9 月 28日(*) 

50. 中島規博 ，松井一 ，“有限体の部分半群における DFTのアフィン多様体符号への応用”，電子情報通
信学会ソサイエティ大会基礎・境界講演論文集 A-6-3，p.97，仙台，2015年 9月 11 日(*) 

51. 木下真志，松井一 ，“右手法を用いた虚二次数体の素元における掘割探索法の並列化”，電子情報通
信学会ソサイエティ大会 基礎・境界講演論文集 A-12-2，p.123，仙台，2015年 9 月 9 日(*) 

52. 木下真志，松井一 ，“虚二次数体の素元に対する掘割問題についての高速探索法”，電子情報通信学
会 技術研究報告（コンピュテーション研究会），COMP2015-10 (2015-06)，pp.67-74，札幌，2015
年 6 月 13 日(*) 

53. 中島規博 ，松井一 ，“離散フーリエ変換と BMS アルゴリズムを用いた射影 Reed-Muller 符号の復号
法”，日本数学会年会応用数学分科会講演アブストラクト，pp.75-78，東京，2015 年 3 月 22 日(*) 

54. 木村政稔，Pham Hang，川西通裕 ，成清辰生 ，“多クラス分類 SVM による装着型下肢パワーアシスト
システムの制御に関する研究”，第 1 回計測自動制御学会制御部門マルチシンポジウム，東京，2014
年 3 月 4 日-7 日(*) 

55. 清水大河，Barkan Ugurlu，成清辰生 ，川西通裕 ，“強化学習を用いた四脚ロボット(RoboCat-1)の
コンプライアンス制御”，第 32 回日本ロボット学会学術講演会， 福岡， 2014 年 9 月 4日-6 日(*) 

56. 不破勝彦，田中智也，成清辰生 ，“デュアルオブザーバを用いた強安定化制御に対する一考察”，電
気・電子・情報関係学会東海支部連合大会，名古屋，2014 年 9 月 8 日-9日 

57. 古谷克司 ，“ホイールシステム：UZUME縦孔探査への応用可能性”，第四回 月と火星の縦孔・溶岩チ
ューブ探査研究会，山梨県南都留郡富士河口湖町 (2014) 

58. 金子健正，古谷克司 ，“モリブデンのクラックレス放電加工(第 2報)結晶粒の異方性がクラック発生
に及ぼす影響”，2014 年度精密工学会春季大会学術講演会，東京都文京区 (2014) 

59. 古谷克司 ，吉田典道，“放電加工を利用した熱ひずみによる金属薄板の曲げ加工”，第 211 回電気加
工研究会，東京都新宿区 (2014) 

60. 古谷克司 ，荒井和行，小嶋俊介，“旋盤型電解放電加工による絶縁性材料の細軸加工”，第 212 回電
気加工研究会，名古屋市昭和区 (2014) 

61. 春山純一，河野功，久保田孝，西堀俊幸，山本幸夫，岩田隆浩，大槻真嗣，川勝康弘，佐伯和人，
橋爪光，清水久芳，諸田智克，西野真木，小林憲正，横堀伸一，長谷部信行，白尾元理，片山保宏，
加藤裕基，妻木俊道，香河英史，升岡正，神澤拓也，石上玄也，有隅仁，山海嘉之，古谷克司 ，上
野誠也，岩崎晃，吉田和哉，嶋田和人，ほか UZUME Team，“月の縦孔・地下空洞探査が拓く，日本の
月惑星科学の未来”，第 47回月・惑星シンポジウム，相模原市中央区 (2014) 

62. 古谷克司 ，犬飼亮太，岡田達明，佐伯和人，大上寛之，“真空環境下におけるワイヤソーを用いた岩
石の加工特性(第 7報)摩擦試験による加工量低下原因の推定”，2014 年度精密工学会秋季大会学術講
演会，鳥取市 (2014) 

63. 福原陽亮，吉村雅満 ，小瀬村大亮，小椋厚志，神津知己，後藤千絵，川口哲成，“タッピング AFM－
チップ増強ラマン分光測定の最適化”，2014 年第 61 回応用物理学会春季学術講演会，青山学院大学，
神奈川 (2014/3/18) 

64. クンドウ スブラタ クマル，熊谷慎也 ，佐々木実 ，“容量計測による衣服型呼吸センサ”，第 31 回
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「センサ・マイクロマシンと応用システム」シンポジウム， 21pm3-PS082． 2014．10．21 

65. 史金星 ，下田昌利 ，“フリーフォルム最適化手法による異種材料の界面形状設計”，日本機械学会 第
11 回最適化シンポジウム（OPTIS2012）論文集，金沢，2014 年 12 月.12 日(*), 

66. 下田昌利 ，永野智大，亀山晃希，“骨組構造のノンパラメトリック形状最適化”，日本機械学会第 11
回最適化シンポジウム（OPTIS2012）論文集，金沢，2014 年 12 月.12 日(*) 

67. 小園翔，下田昌利 ，劉陽，“制振せん断パネルダンパの形状最適化”，日本機械学会第 24 回設計工学・
システム部門講演会 講演論文集（2014-9，徳島） 

68. 小坂真太郎，下田昌利 ，“非線形性を考慮した荷重制御目的とするシェル構造の形状最適設計”，日
本機械学会第 24 回設計工学・システム部門講演会 講演論文集（2014-9，徳島） 

69. 川江元気，下田昌利 ，“薄板の溶接位置の最適化手法”，日本機械学会第 24 回設計工学・システム部
門講演会 講演論文集（2014-9，徳島） 

70. 亀山晃希，下田昌利 ，“所望の変形を実現する骨組構造の形状同定手法”，日本機械学会第 24 回設計
工学・システム部門講演会 講演論文集（2014-9，徳島） 

71. 山根滉一，下田昌利 ，“可変境界を有する骨組み膜構造の形状最適化手法”，日本機械学会２０１４
年度年次大会 講演論文集（2014-9，東京） 

72. 池谷賢一，下田昌利 ，“複合材料から成るシェル構造の形状・板厚の 2 段階最適化”，日本機械学会
２０１４年度年次大会 講演論文集（2014-9，東京） 

73. 永野智大，下田昌利 ，“不確定荷重に対するシェル構造体のロバスト形状最適化問題の解法”，日本
機械学会２０１４年度年次大会 講演論文集（2014-9，東京） 

74. 川津琢也，野田武司，間野高明，佐久間芳樹，榊 裕之 ，“高指数面 GaAs 基板上の GaSb および AlSb
量子ドットの成長”，第 75回応用物理学会秋季学術講演会 (北海道大学 札幌キャンパス) (2014．9．
19) (*) 

75. 秋山芳広，丹羽亮介，榊 裕之 ，“AlGaN/GaN HEMT における界面凹凸散乱と合金散乱の大小関係”，
第 75 回応用物理学会秋季学術講演会 (北海道大学 札幌キャンパス) (2014．9．18) (*) 

76. 野田武司，間野高明，Martin Elborg，川津琢也，Liyuan Han，榊裕之 ，“量子井戸太陽電池を用い
た二段階光吸収によるフォトカレント生成”，第 61 回応用物理学会春季学術講演会(青山学院大学相
模原キャンパス) (2014．3．18) (*) 

77. 藤崎敬介 ，“基調報告「次世代モータと磁性材料の課題”，公益社団法人日本磁気学会  第３回岩
崎コンファレンスの開催，「磁気理工学のエネルギ分野への革新的展開」平成 26 年 12 月 3日(水)~4
日(木), 日立金属・高輪和彊館，東京 

78. 山本章吾,小田原俊也,藤崎敬介 ,進藤裕司,吉川直樹,小西崇文，“ギャップ付鉄心リアクトルの損失
と鉄心の材料特性損失の比較”，電気学会マグネティックス・リニアドライブ・日本磁気学会合同研
究会資料，名古屋，MAG-14-205，LD-14-097, 2014.12. (*) 

79. 小田原峻也,猿渡敬介,山本章吾,藤崎敬介 ，“高周波リアクトルの並列巻線位置による巻線電流のア
ンバランス”，名古屋，MAG-14-206, LD-14-098, 2014.12. (*) 

80. 下屋直人,藤﨑敬介 ,柳井武志，“電解めっきで作製した Fe-Ni 膜の高周波特性”，電気学会マグネテ
ィックス・リニアドライブ・日本磁気学会合同研究会資料，名古屋，MAG-14-213, LD-14-105, 2014.12. 
(*) 

81. 藤崎敬介 ，“ミクロ材料電磁界数値解析による高周波軟磁性材料の形状と損失特性”，電気学会マグ
ネティックス・リニアドライブ・日本磁気学会合同研究会資料，名古屋，MAG-14-208, LD-14-100, 
2014.12. (*) 

82. 藤﨑敬介 ，“今後の電気エネルギーの磁性材料に必要な磁気特性”，日本ボンド磁性材料協会（旧・
日本ボンド磁石工業協会）：JABM 主催 第 86 回 技術例会プログラム 「今後の軟磁性材料の応用・
基礎と発展」，東京， 平成 26 年 9 月 18 日 (木) 

83. K. Fujisaki，“Advanced magnetic material requirement for higher e_cient electrical motor 
design”，第 38回 日本磁気学会学術講演会, Symposium “Challenge of Magnetics to Improve Energy 
Efficiency”,横浜, 4aB-2, 2014.9 

84. 山本章吾，小田原峻也，藤崎敬介 ，“インバータ励磁における高周波数・高磁束密度の鉄損測定”，
平成 26 年電気学会産業応用部門大会，3-29, 東京電機大，東京，2014.8(*) 

85. 山本章吾, 藤﨑敬介 ，“単相 PWM インバータを用いた軟磁性体の高周波鉄損特性評価”，電気学会リ
ニアドライブ研究会，名古屋，LD-14-033, 2014.7. (*) 

86. 古賀尚子, 小田原峻也, 藤崎敬介 ，“GaN-MOSFET インバータによる 190 kHz キャリア周波数の鉄損
特性”，電気学会リニアドライブ研究会，名古屋，LD-14-036, 2014.7. (*) 

87. 田中陽大, 小田原峻也, 藤崎敬介 ，“田中陽大, 小田原峻也, 藤崎敬介”，電気学会リニアドライブ
研究会，名古屋，LD-14-037, 2014.7. (*) 

88. 寺澤槙恵, 熊谷慎也, 佐々木実, “容量計測型呼吸センサのための衣服組み込み電極”, 第62回 応
用物理学会 春季学術講演会 11p-A29-9【注目講演に推薦される】2014.3.11-14 

89. 武野計二 ，松本啓吾，小林真，大島義人，“草本系バイオマスの高温ガス化過程における Cs の挙動”，
草本系バイオマス資源作物公開シンポジウム，2014-11-14 東京（2014） 

90. 山本 昌平，武野 計二 ，“アルコール混合油を燃料としたディーゼル機関からのすす排出量予測”，
第 52 回燃焼シンポジウム講演予稿集， pp.206-207，2014-12 岡山（2014）(*) 

91. 武野計二 ，“漏洩水素ガスの爆発実験と解析”，衝撃的な事象に関する風工学的問題に関する研究会，
2014 年 2 月 

92. 大場弘樹，佐々木裕 , “Self-Training を用いた電子カルテからの関係抽出”，第 19 回言語処理学
会年次大会, pp. 87-90, 2014 年 3 月 (*) 

93. 後藤 太一，Zheng Liu，“画像分割による融合画像の主観的な評価”，平成 26 年度電気・電子・情
報関係学会東海支部連合大会 

94. ビクトル パルケ ，小林正和 ，東正毅 ，“Homeostatic Learning Networks on Unknown Environments”，
2014 年度精密工学会春季大会学術講演会，2014 年 3 月 18 日～20 日，東京大学 

95. 谷川祐介，松井一 ，木村大樹，“ある種の多値論理多項式に対する畳み込み定理と高速乗算法”，第



   （様式１） 
 

法人番号 231023 
プロジェクト番号 Ｓ1311034 

 
37 回情報理論とその応用シンポジウム予稿集，pp.620-625，富山県黒部市，2014 年 12 月 12 日(*) 

96. 木下真志，松井一 ，“虚二次数体の素元における掘割問題の数値計算”，第 37 回情報理論とその応用
シンポジウム予稿集，pp.615-619，富山県黒部市，2014 年 12 月 12 日(*) 

97. Norihiro Nakashima, Hajime Matsui，“Correction of Errors for Projective RM Codes by Decomposing 
Projective Space into Affine Spaces”，第 37 回情報理論とその応用シンポジウム予稿集，pp.89-94，
富山県黒部市，2014年 12月 10 日(*) 

98. Hajime Matsui，“On Generator Matrices of Codes over a Class of Euclidean Domains”，第 37
回情報理論とその応用シンポジウム予稿集，pp.84-88，富山県黒部市，2014 年 12 月 10 日(*) 

99. 中島規博 ，松井一 ，“射影 Reed-Muller 符号の誤り値決定と計算量”，電子情報通信学会ソサイエテ
ィ大会，基礎・境界講演論文集 A-6-1， p．86， 9月 23 日－26 日，2014(*) 

100. N． Nakashima， H． Matsui，“Fast decoding algorithm for projective Reed-Muller codes 
and its computational complexity”，電子情報通信学会 情報理論研究会，IT2014-41，pp．1-6，9
月 19 日，2014(*) 

101. 中島規博 ，松井一 ，“2 次伸長 RS 符号の離散フーリエ変換を用いた復号化法”，電子情報通信
学会 総合大会，基礎・境界講演論文集 A-6-7， p．115， 3 月 18 日－21 日，2014(*) 

102. 松田忠典，松井一 ，川西通裕 ，成清辰生 ，“一般化 Stability Feeler によるロバスト安定解
析の計算量検討”，第 1 回計測自動制御学会制御部門マルチシンポジウム， 3 月 4日－7 日， 2014(*) 

103. 大嶋宏典，ウグルバルカン，川西通裕 ，成清辰生 ，“対麻痺者の歩行支援を行う装着型パワー
アシストロボットの基礎研究”，ROBOMEC2013， つくば市，2013年 5 月 22 日-25 日(*) 

104. 本田親寿，大竹真紀子，大嶽久志，古谷克司 ，大槻真嗣，佐伯和人，諸田智克，杉原孝充，“SELENE-2 
搭載を目指したマクロ分光カメラおよび研磨装置の開発”，日本地球惑星科学連合 2013 年大会，千
葉市美浜区 (2013.5) (*) 

105. 犬飼亮太，古谷克司 ，高野孝義，岡田達明，佐伯和人，大上寛之，“真空環境下におけるワイ
ヤソーを用いた岩石の加工特性(第 6 報)切削時の温度シミュレーション”，2013年度精密工学会秋季
大会学術講演会，大阪府吹田市 (2013) 

106. 金子健正，古谷克司 ，“モリブデンのクラックレス放電加工(第 1 報)脱イオン水を用いた加工”，
2013 年度精密工学会秋季大会学術講演会，大阪府吹田市 (2013) 

107. 古谷克司 ，“月惑星の縦孔・地下空洞探査：インフレータブル型移動体の構想”，第 57 回宇宙
科学技術連合講演会，鳥取県米子市 (2013) 

108. 金子健正，古谷克司 ，“モリブデンのクラックレス放電加工－チタン電極を用いた加工－”，電
気加工学会全国大会 (2013)，名古屋市中村区 (2013) 

109. Seiya Suzuki， Takashi Nagamori， Yuki Matsuoka， Masamichi Yoshimura，“Effect of High 
Pressure Pre-Annealing on Graphene Growth on Copper by Chemical Vapor Deposition”，第 45
回 フラーレン・ナノチューブ・グラフェン総合シンポジウム (2013/8/6) 

110. 松原由宜，恒川好樹 ，奥宮正洋 ，西川直樹，弦間喜和，“亜共晶 Al-Cu 合金のソノ凝固”，日
本鋳造工学会第 162回全国講演大会，(2013-5/25-26) 山梨大学 

111. 末次晋平，恒川好樹 ，奥宮正洋 ，古川雄一，“ソノ凝固による過共晶 Al-Si-Cu 合金のヘテロ
構造”，日本鋳造工学会第 162 回全国講演大会，(2013-5/25-26) 山梨大学 

112. 下出健介，下田昌利 ，“開空間における騒音低減を目的としたシェル形状最適化”，日本機械学
会第 23 回設計工学・システム部門講演会 講演論文集（2013-10，沖縄県読谷村） 

113. 川江元気，下田昌利 ，“象嵌構造の界面形状の最適設計”，日本機械学会第 23 回設計工学・シ
ステム部門講演会 講演論文集（2013-10，沖縄県読谷村） 

114. 岡田智貴，下田昌利 ，“シェル構造の弾性座屈に対する形状最適化”，日本機械学会第 23 回設
計工学・システム部門講演会 講演論文集（2013-10，沖縄県読谷村） 

115. 森本崇，下田昌利 ，“固有振動数最大化を目的とする立体骨組構造の形状最適化手法”，日本機
械学会第 23回設計工学・システム部門講演会 講演論文集（2013-10，沖縄県読谷村） 

116. 劉陽，下田昌利 ，“固有振動問題に対する補強リブ付きシェル構造の形状最適化手法”，日本機
械学会第 26回計算力学部門講演会 講演論文集（2013-9，佐賀） 

117. 米倉正人，下田昌利 ，“応力を制約とするシェル構造体のフリーフォルム形状最適化”，日本機
械学会第 26回計算力学部門講演会 講演論文集（2013-9，佐賀） 

118. 小園翔，下田昌利 ，劉陽，“弾塑性挙動を利用した繰り返し負荷に対するエネルギー吸収パネ
ルの形状設計法”，日本機械学会第 26回計算力学部門講演会 講演論文集（2013-9，佐賀） 

119. 劉陽，下田昌利 ，“シェル構造における補強リブのノンパラメトリック形状最適化手法”，日本
機械学会２０１３年度年次大会 講演論文集（2013-9，岡山） 

120. 山根晃一，下田昌利 ，“膜構造の極小曲面を求めるフリーフォルム最適化手法”，日本機械学会
２０１３年度年次大会 講演論文集（2013-9，岡山） 

121. 大谷光，下田昌利 ，“バイメタル構造体の界面の形状同定”，日本機械学会２０１３年度年次大
会 講演論文集（2013-9，岡山） 

122. 川江元気，下田昌利 ，“薄板中のスリットやリブの最適位置問題の解法”，日本機械学会２０１
３年度年次大会 講演論文集（2013-9，岡山） 

123. 下田昌利 ，米倉正人，“シェル構造体の強度設計のためのフリーフォルム形状最適化”，日本航
空宇宙学会第 55 回構造強度に関する講演会 講演論文集（2013-7，室蘭） 

124. 中村 翔，大森雅登 ，Pavel Vitushinskiy，榊 裕之 ，“量子ドット構造を用いた三角障壁フ
ォトダイオードの光検出特性”，第 74回応用物理学会秋季学術講演会(同志社大学京田辺キャンパス) 
(2013．9．16) (*) 

125. 小嶋友也，大森雅登 ，Pavel Vitushinskiy，榊 裕之 ，“InAs/AlGaAs 量子ロッド構造の電流
電圧特性”，第 74回応用物理学会秋季学術講演会(同志社大学京田辺キャンパス) (2013．9．18) (*) 

126. 野田武司，間野高明，川津琢也，榊 裕之 ，“InP(111)A 基板上の InAs ドットの液滴エピタキ
シー”，第 74 回応用物理学会秋季学術講演会(同志社大学京田辺キャンパス) (2013．9．19) (*) 

127. 川津琢也，野田武司，間野高明，佐久間芳樹，榊 裕之 ，“試料端局所照射による n-AlGaAs/GaAs



   （様式１） 
 

法人番号 231023 
プロジェクト番号 Ｓ1311034 

 
ヘテロ接合チャネルの光電流”，第 74 回応用物理学会秋季学術講演会(同志社大学京田辺キャンパ
ス)(2013．9．19) (*) 

128. 小木 諒介，小田原 峻也，藤崎 敬介 ，“キャリア周波数増加による鉄損増加現象と その要因
解明”，電気学会全国大会，4-071， 2013．3 

129. 古賀 尚子，小田原 峻也，藤崎 敬介 ，“キャリア周波数 190kHz とデッドタイムの鉄損に及ぼ
す影響”，電気学会全国大会，2-147， 2013．3 

130. 古賀尚子，小田原峻也，藤崎敬介 ，“キャリア周波数 100kHz とデッドタイムが鉄損に及ぼす影
響”，電気学会マグネティックス研究会，MAG-13-151， 2013．12 

131. 小木諒介，小田原峻也， 藤崎敬介 ，“インバータのキャリア周波数増加による鉄損増加”，電
気学会マグネティックス研究会，MAG-13-1450， 2013．12 

132. 山田諒，山本章吾，藤崎敬介 ，“PWM インバータ励磁が誘導モータにおける電磁鋼板の厚み違
いによって鉄損に及ぼす影響”，平成 25 年電気学会産業応用部門大会 1-85，山口大， 2013．8 

133. 小田原峻也，藤﨑敬介 ，“インバータ励磁における基本波周波数に対する鉄損の基礎的検討”，
平成 25 年電気学会産業応用部門大会，3-69， 山口大， 2013．8 

134. 小田原峻也， 藤﨑敬介 ，“PWM インバータ励磁下における単一負荷と複数負荷による電磁鋼板
の鉄損特性の評価”，電気学会半導体電力変換/モータドライブ合同研究会，SPC-13-076， MD-13-018， 
２０１３年６月１５日 

135. 小林正和 ，“UAV の操作性向上を目的とした操縦者に対する操作反力の提示”，第 25 回設計工
学・システム部門講演会，2013 年 9 月 23 日～25 日，信州大学(*) 

136. ビクトル パルケ ，小林正和 ，東正毅 ，“A generative approach to wire harness design”，
第 23 回設計工学・システム部門講演会，2013年 10月 23 日～25 日，沖縄県読谷村 

137. ビクトル パルケ ，小林正和 ，東正毅 ，“The origins of modularity in complex machines”，
第 23 回設計工学・システム部門講演会，2013年 10月 23 日～25 日，沖縄県読谷村 

138. 堀内元，小林正和 ，東正毅 ，ビクトル パルケ ，“製品の分解性向上のための製品レイアウト
および部品間接続最適化手法”，第 23 回設計工学・システム部門講演会，2013年 10 月 23日～25 日，
沖縄県読谷村 

139. 高松直斗，松井一 ，“アフィン多様体符号における消失誤り訂正の可換図式を用いた定式化”，
第 36 回情報理論とその応用シンポジウム予稿集，pp．7-12， 11 月 26 日－29日，2013(*) 

140. 谷川祐介，松井一 ，陳勁嘉，“一般化準巡回符号における自己直交性の効率的な検証”，第 36
回情報理論とその応用シンポジウム予稿集，pp．81-86， 11 月 26 日－29日，2013(*) 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況，インターネットでの公開状況等 
ホームページで公開している場合には，URL を記載してください． 

＜既に実施しているもの＞ 

(1) 下記ホームページで当研究センターの情報を公開している． 

http://www.toyota-ti.ac.jp/kenkyu/ken11.html 

(2) 第 1 回難環境作業スマート機械技術研究センターシンポジウム（豊田工業大学，2014 年 11月 6 日） 

参加者 108名 

【招待講演】 
①東京大学 教授 樋口俊郎 氏 “特殊環境用アクチュエータの開発” 
②奈良先端科学技術大学院大学 教授 山下一郎 氏 “ActiveBio 場の創出：ナノ空間での構造自動構
築とその応用” 
③株式会社ハイボット 取締役 CTO，東京工業大学 名誉教授 広瀬茂男 氏 “極限環境で活躍するロボ
ットの創造” 
【研究成果報告】  
ポスター発表（学内）：30 件 

(3) 第 2 回難環境作業スマート機械技術研究センターシンポジウム（豊田工業大学，2015 年 11 月 19 日） 

参加者 107名 

【招待講演】 
①トヨタ自動車パートナーロボット部部長 玉置章文氏 “ロボットと暮らす社会にむけて ～トヨタパ
ートナーロボットの開発状況～” 
②千葉大学特別教授，（株）自律制御システム研究所代表取締役 野波健蔵氏 “ドローンの最新技術と
空の産業革命” 
【研究成果報告】 
①難環境作業スマート機械技術研究センター長 成清辰生 “難環境作業スマート機械技術研究センタ
ー中間報告” 
②本学教授 佐々木実 “皮膚を介した無拘束ウェアラブル呼吸センサ” 
③本学教授 古谷克司 “圧電アクチュエータの状態認識” 
④本学教授 成清辰生 “難環境作業支援ロボットの開発” 
⑤ポスター発表 29件 

＜これから実施する予定のもの＞ 

(1) 第 3 回難環境作業スマート機械技術研究センターシンポジウム（豊田工業大学，2016 年 11 月を予定） 

http://www.toyota-ti.ac.jp/kenkyu/ken11.html
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法人番号 231023 
プロジェクト番号 Ｓ1311034 

 
 １４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文，学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください． また，上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください． 

(1) 展示会での公開 
日本能率協会主催の展示会であるテクノフロンティア・モーションエンジニアリング展で，ポスターを
掲示して研究センターを紹介した（2014 年 7 月 23 日～25 日：東京都江東区・東京ビッグサイト．2015
年 5 月 20 日～22 日：千葉市美浜区・幕張メッセ）． 
 
(2) 受賞 
①古谷克司 ，小野政貴，“超音波近接場浮揚を利用した 2 次元搬送法における駆動力の発生メカニズム”，
日本 AEM 学会誌，23巻．2号，pp. 414-421 (2015)」に対して日本 AEM 学会論文賞を受けた．(*) 
②金子健正 PD 研究員が本研究プロジェクト参加中に見出した成果であるモリブデンのクラックレス放
電加工についてまとめた下記論文(*1)に対して、精密工学会研究奨励賞が贈られた）(*) 
(*1)金子健正，古谷克司：モリブデンのクラックレス放電加工（第 2 報）－結晶粒の異方性がクラック
発生に及ぼす影響－，精密工学会誌，81 巻，9号，pp. 873-878 (2014)，査読有  
③寺澤槙恵，熊谷慎也 ，佐々木 実 による下記論文(*2)が注目論文に選出される．(*) 
(*2) 寺澤槙恵，熊谷慎也 ，佐々木 実, “容量計測型呼吸センサのための衣服組み込み電極”，第 62
回 応用物理学会 春季学術講演会（2015 年 3月 11日）11p-A29-9   
 
(3) 企業との連携実績 
①トヨタ自動車株式会社 “生体信号を用いた動作意図の推定方法とアシストロボット制御の研究” 
②トヨタ自動車株式会社 “モバイルＰＶを考慮した環境適応型モビリティー社会のモデル化とシミュ
レーション” 
③今仙技術研究所     “直立 4 足歩行型パワーアシストロボットの開発” 
④三菱重工業株式会社   “水素爆発の現象予測手法” 
⑤中央電子工業株式会社 “難環境において高性能・高機能を発揮する半導体デバイスの開発” 
 
(4) 他大学等との共同研究 
①立命館大学   “難環境において高性能・高機能を発揮する半導体デバイスの開発” 
②長崎大学   “極薄磁性材料の試作と高周波時期特性評価” 
③大同大学     “デュアルオブザーバを用いた強安定化および外乱抑制” 
④長岡工業高等専門学校      “モリブデンの放電加工法に関する研究” 

⑤ 宇宙航空研究開発機構      “月科学探査用機器の開発” 
⑥ 量子科学技術研究開発機構  “放射線被ばくマウスのモニタリングシステムの開発” 

 
(5) 特許 
①古谷克司 ：積層造形装置，及び積層造形方法，日本国特許出願，特願 2015-015462，2015.1.29 
② 佐々木実 ，寺澤槙恵，鈴木陽久，水野寛隆：呼吸センサおよび呼吸を計測する方法，特願

2015-02331(2015/2/9)  
③成清辰生，川西通裕，鈴木光久：4足歩行型歩行支援機，4足歩行型歩行支援機の制御方法及び制御プ

ログラム，提出日】平成27年4月1日【出願番号】特願2015-75301 
 
(6) 新聞記事等 
①日刊工業新聞 “知能ロボ開発プロ始動”，2013 年 7 月 25 日 
②中部経済新聞 “豊田工業大学 災害救助ロボ開発へ”，2013年 7 月 25日 
③Fuji Sankei Business i “研究機関・豊田工業大学 難環境作業スマート機械技術研究センター”，

2014 年 6 月 18 日    
④CBC（中部日本放送）「イッポウ」，2015 年 11月 19日 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
該当なし 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
該当なし 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

制御システム研究室・実験室昭和56年度

機械創成研究室・実験室 昭和56年度

表面科学研究室・実験室 平成7年度

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

0

0

0

1

1

1

462m
2

366m
2

333m
2

不明

不明

不明

18

5

15

支出額

研究費

法人番号 231023

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

総 計

法　人
負　担

私　学
助　成

事業経費施　設　の　名　称

設 備

平
成
2
6
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

設 備

平
成
2
5
年
度

施 設

装 置

装 置

0

設 備

施 設

施 設

装 置
総

額

研究費

使用者数

平
成
2
7
年
度

研究施設面積

83,806

0

0

0

86,994

81,144

0

19,980

47,526 33,618

28,997 57,997

37,925

6,680 13,300

45,881

0

33,988 28,507

0 00

0

0 0 0 0 0 0

0

0

127,395 100,050

35,677 71,297 0 0

0 0

0 0 0

0

0

62,495

0

0 0

0

整備年度

0

106,974

227,445

334,419

0

163,072 171,347

研究室等数 補助金額

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

S1311034

補助主体

0
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法人番号 231023
プロジェクト番号 S1311034

（千円）

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

修繕費 2,904 装置修理費 2,904 装置修理費

2,907 ソフトウェア保守等 2,907 ソフトウェア保守

諸会費 1,548 学会参加費 1,548 学会参加費

475 学外者交通費 475 学外者交通費

賃借料 277 ソフトウェアレンタル 277 ソフトウェアレンタル

報酬・委託料

1 WiFiレンタル補償料 1 WiFiレンタル補償料

出版物費 698 論文掲載料 698 論文掲載料

雑費
損害保険料

（兼務職員）

旅費交通費

計

年　　　度

素子・素材開発用ツイン型
ナノ計測システム

25

人件費支出

教育研究経費支出

印刷製本費
学会参加に係る旅費

25

（研究設備）

通信運搬費

電気代3,497

事業経費 補助金額

（研究装置）

1

視触覚統合型運動・
状態把握システム

難環境対応モータ
駆動評価システム

図　　　　書

なし

小  科  目

真空環境極微操作・計測シス
テム用立体電子顕微鏡

25

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費
電気代

支　出　額

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

19,999

25,333

整備年度

1 1500

37,9992000

13,333

1000 13,996 9,331

19,980

25 1

15,000 10,000

25

1 1800

視触覚センシングシステム
評価装置

26 1 160

（情報処理関係設備）

13,300

光　熱　水　費

なし

3,497

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
電子部品費、機械部品費

6,241

19

19,567 電子部品費、機械部品費

402

主　な　使　途

宅配便代

金　　額

19,567

宅配便代

36,293

主　　な　　内　　容

19

学会・調査出張費
402

6,241

シンポジウム予稿集印刷代

計

57

36,350

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 6,258

計

研究支援推進経費

私学助成

6,258

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

私学助成

私学助成

私学助成

私学助成

積　　算　　内　　訳

0

補助主体

シンポジウム予稿集印刷代

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出
0

38,536

0

学内1人、外国1人
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  平成 年度

  平成 年度

報酬・委託料 3,976 ソフトウェア保守等 3,976 ソフトウェア保守

出版物費 894 論文掲載料 894 論文掲載料

旅費交通費 13,071 学会・調査出張費 13,071 学会参加に係る旅費

賃借料 329 ソフトウェアレンタル 329 ソフトウェアレンタル

装置修理費
学会参加費
論文掲載料
講師交通費

修繕費 7,446 装置修理費 7,446 装置修理費

2,368
1,385

712
643

ソフトウェア保守等
装置修理費
学会参加費
論文掲載料
講師交通費

修繕費
諸会費

出版物費
雑費

3,450
2,368
1,385

712
643

計 4,437

WiFiレンタル補償料4WiFiレンタル補償料4損害保険料

ポスト・ドクター 4,437 学内1人　

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書 2

計 30,020

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 30,018

教育研究経費支出
計 0

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 28,038

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

賃借料 399 ソフトウェアレンタル 399 ソフトウェアレンタル
3,450 ソフトウェア保守報酬・委託料

印刷製本費 767 論文別刷印刷代 767 論文別刷代、シンポジウム予稿集印刷

旅費交通費 5,996 学会・調査出張費 5,996 学会参加に係る旅費

光　熱　水　費 779 電気代 779 電気代

通信運搬費 22 通信費 22 Wifiデータ通信費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 11,513 電子部品費、機械部品費、工具類 11,513 電子部品費、機械部品費

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 6,267

年　　　度 27

ポスト・ドクター 6,267 学内1人、外国1人

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書 80 80

計 28,703

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 28,623 28,623

教育研究経費支出
計 0

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 48,836

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

雑費 415 講師交通費 415 講師交通費

損害保険料 2 WiFiレンタル補償料 2 WiFiレンタル補償料

印刷製本費 961 シンポジウム予稿集印刷代 961 シンポジウム予稿集印刷代

諸会費 3,030 学会参加費 3,030 学会参加費

光　熱　水　費 1,858 電気代 1,858 電気代

通信運搬費 43 宅配便代 43 宅配便

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 16,811 電子部品費、機械部品費 16,811 電子部品費、機械部品費

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
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